
式 辞 

春風に花の香りが漂う今日の佳き日、ご来賓並びに保護者の皆様のご臨席を賜り、令和５

年度第 37 回入学式を挙行できますことは、学校としてこの上ない喜びであり、厚く御礼申し上

げます。 

本日ここに、26名の新入生を迎えることができました。新入生の皆さん、入学おめでとうござ

います。皆さんの入学を在校生及び教職員一同、心待ちにしていました。 

今日から「福岡高等学園」第３７期生としての生活が始まります。高等部では、将来の自立と

社会参加、自分の夢を実現するために、職業生活に必要な力を身に付けるための新たな学び

や、寄宿舎という新たな環境での生活がスタートします。 

今、皆さんの胸の中は、期待や喜びと共に少しの不安な気持ちがあるのではないでしょうか。

安心してください。学校には、優しく頼りになる先輩や先生方がたくさんいます。皆さんには、学

校生活を通して好きなことを見つけたり、得意なことに気づいたりしながら、自分の可能性を信

じて様々なことに挑戦してほしいと思います。 

さて、誰もが憧れる宝石の一つにダイヤモンドがあります。見たことはありますか。 

ダイヤモンドは、地球の内側の高温高圧な環境から生まれた石で、初めから美しいわけでは

ありません。ダイヤモンドは、最も硬い石なので、ダイヤモンドでしか磨けません。また、色々な角

度から磨くことで、美しく輝く宝石になっていきます。 

人間も同じです。人と人との関わりの中で、時にはぶつかりながら、少しずつ磨かれて、成長

していくのです。皆さんが、これから多くの友達や人に出会い、互いに切磋琢磨することで、心

豊かで、自分らしい光を放つ存在として成長していくことを願っています。 

高いところから恐縮でございますが、保護者の皆様に一言ご挨拶を申し上げます。 

お子様のご入学、誠におめでとうございます。今日から、大切なお子様をお預かりするに当た

り、職員一同、学校生活・寄宿舎生活の充実と、一人一人の将来の自立、社会参加に向け、全

力を尽くしてまいります。保護者の皆様におかれましては、本校教育への御理解と御協力を賜

りますようお願い申し上げます。 

結びに、本日ご多用の中、ご臨席を賜りましたご来賓並びにご出席いただけなかった地域、

関係機関の方々に、今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申し上げ、式辞といたします。 
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